
図6 漢人による台湾の開拓年代

(陳正 祥 1993:31よ り)

■1621年 以前(オ ランダによる入植以前)

〓1622年-1661年(オ ランダ統治期)

〓1662年-1683年(鄭 氏王朝期)

〓1684年-1895年(清 朝統治期)

〓1895年-1945年(日 本統治期)



図7 台湾漢人の入植地と祖籍(1926年)

(『漢声 』19号 1988:16よ り)

注:こ の地図の原資料は、施添福

1987『清代在台湾人的祖籍分布

和原郷生活方式』台北:台 湾師

範大学地理学系である。



図8 台湾の王爺廟分布(総 数689宇)

(仇徳哉 1985:943-1007よ り)

*基 隆市を含む



図9『 法海遺珠』 にみえる 「十二値年瘟王」の符



図10 香 山 五 岳 神(出 典:Dorg 1993[1967]:Fig.238)



図11『 三教源 流捜 神大 全 』 に見 え る 〈五瘟 〉(出典:王 秋桂 ・李豊楙1989:152)



図12〈 王 爺〉 と 〈瘟神 〉の差 異(康 豹1997:183)



図13 神 々のパ ンテ オ ン(行 政組織)(出 典:董 芳苑1996:180-181)



図14 神 々 のパ ンテ オ ン(司 法 ・警察 組織)(出 典:董 芳苑1996:182)



図15〈 王船〉儀礼の六系統分布域(黄 文博1994を もとに作図)



図16 鎮安宮 〈五年王爺〉の 〈分霊〉の分布とその変化

地図中の数字 ○→●は、前者の○が1989年 の数、後者の●

が1997年 の数を示している。



図17 鎮安宮管理委員会の訪問先(1990年)

地図中の数字○(●)は、前者が(A),後 者が(A)のうち分霊の数で

ある。



表1〈 五股〉構成村落(日 本時代及び清代の行政区分との対照)



表2 S村 姓遷出者の年代別推移(組 数)

凡例:家 族で遷出している場合は、何人構成であっても1組 とした。よって、実際の人数は、この

表よりもはるかに多い。雲林県A及 び嘉義県Aは 、五年王爺の五股あるいは香庄が1単 位でも含

まれている郷鎮であり、Bの 場合には、1単 位 も含まれていない郷鎮である。

表3 S村K姓 遷出者の遷出時年齢の推移



表4 S村K姓 への婚入者の婚入年代による出身地の推移

凡例:雲 林県A及 び嘉義県Aは、 五股、香庄が1単 位でも含まれている行政区域、雲林県B及

び嘉義県Bは それ らを1つ も含んでいない行政区域を示す。



表5 S村K姓 婚出者の婚出年代による婚出先の推移

凡例:雲 林県A及 び嘉義県Aは 、五股、香庄が1単 位でも含まれている行政区域、雲林県B及 び

嘉義県Bは それらを1つ も含んでいない行政区域を示す。



表6 馬鳴山鎮安宮の 〈十二王爺〉

(出典:馬 鳴山鎮安宮管理委員会編1970)

表7 仏教儀礼のプログラム(1990年)



表
8
 
台
湾
の
寺
廟
に
お
け
る
主
要
な
主
祀
神
歴
年
資
料
統
計
(
出
典
:
余
光
弘
 
1
9
8
2

)



表9 台南県安定郷蘇〓長興宮 ・西港郷慶安宮の 〈十二王爺〉

(出典:黄 文博1994:11)

表10 台南県佳里鎮金唐殿の 〈十二王爺〉(出典:黄 文博1994:11)

表11「 十二値年瘟王」(『 法海遺珠』・文検 ・馬鳴山鎮安宮十二王爺)の 比較



表12 五 方 鬼 主(李 1994:377-378)

表13 先行研究に見 る 〈神〉/〈 祖先〉/〈 鬼〉



表14「 嘉雲平原地域」およびその周囲の地域における漢人居民の祖籍地

(出典:台 湾総督府官房調査課 1928)

(単位:百 人)

注:「 三 邑」 とは、恵安県、晋江県、南安県 を指す。



表15 19世 紀末 の 〈五股会〉所属村落の人 口

(倪賛元 1894よ り作表)

註:呂 〓は現、復興。 新〓仔は現、新〓。

芋頭〓は現、芋頭。 同安〓は現、同安。

媽祖哺は現、馬埔。

現在の昌南は同安〓の中に含まれる。



表16〈 五股〉構成村落の 「公廟」創立以前

文献の注記のないものは、聞き取 り調査による。



表17 台西郷安西府 〈八股〉(全国寺廟整編委員会 1989よ り作表)

表18 麦寮郷拱範宮 〈五大股〉(麦寮郷拱範宮管理委員会編 1989に よる)



表19 国姓公 〈五 房股〉(許 ・蔡 1995よ り作表)



附録I 台湾における 〈王爺〉一覧

本附録は、台湾で代表的な 「王爺」と呼ばれる神及び、「王爺」と呼ばれる場合もある神を、でき

るだけ網羅的に収集 し、その由来・素性について筆者のわかる限 りで解説をほどこしたものである。

それ らの中には、本論文の本文においても取上げたが、劉枝萬が 「王爺」に付会 したもの、と解釈

した様々な霊魂も含まれている。これ らの一つ一つについて、劉枝萬は解説を加えているわけでは

なく、また台湾のどの地方でそれ らを祀る廟があるのか明らかにしていない。そこで、仇徳哉(1985)

など、比較的最近にまとめられた、非常に多くの神についての由来の説明を記 した書物などを参考

にした。この附録か ら、台湾では、実に多種類にわたる多様な氏素性を持つ霊魂が 「王爺」と呼ば

れうることが理解されるだろう。この他、資料の収集範囲を中国大陸にまで広げれば、おそらく更

に多くの霊魂が付け加わるものと思われる。本文で既に、筆者の調査か ら、三忠王、開〓聖王、北

山尊王などが王爺とも呼びうることを明 らかにしたが、今後、更に調査を続けて行く事で、リスト

はもっと長くなる可能性も残されている。今回は、大陸での調査はまだ一部しか行っていないので、

リス トには含めなかった。

A.360進 士 系統 の 「王爺」:

本論第4章2.(馬 鳴 山鎮安宮の事例)、本論 第5章1.(小 琉球嶼、曽景来1938、 増田福太郎1975)

を参照。

B.温 王爺系統:

温王爺は、姓を温、名を鴻、字を徳修といい、山東済南府歴城県白馬巷人で、隋の煬帝大業五年

(609年)生 まれ。彼は、唐の太宗李世民の時代、捨て身で太宗を難か ら救った。太宗を救ったの

は彼を初めとする三十六人で、温鴻がもっとも功があったという。太宗は彼等三十六人に二甲進士

の身分を与え、あわせて温を山西知府に任じた。当時、このあたりは盗賊が多く出ており官兵では

押さえきれなかったため、太宗は温鴻に軍を率いて討伐させ、盗賊の乱を平らげたという。温鴻は

この功績によって王爺に封 じられ、その後三十六進士は太宗の命により天下を巡行した。しかし、

その途中彼 らは不幸にも海上で難に遇った。太宗は功臣を失ったことをたいそう悲しみ、彼等を 「代

天巡狩」に追封し、全国に廟を建てて奉祀する様、詔を発 した。また、巨大な船を作 り、船には 「遊

府吃府、遊県吃県」と記して、「温王船」と名づけ、三十六進士の位牌を奉じ、〓を執 り行って海に

流 し、あわせて天下にもしも温王船がたどり着いた ら官民一体 となってこれを奉迎し祭祀を行うよ

うにとの勅を下した。温王爺は〓浙沿海地域にしばしば顕霊して難を救ったため、〓 州、泉州の庶

民が信仰 し、彼等が台湾の東港 に移住 してきた ときも、温王爺の廟を建てた という(康 豹

1997:78-79)。

C.五 福大帝:

本論第5章2.参 照。

D.池 府王爺:

D-1:南 京人、池然。萬暦三年(1575年)の 挙人。武進士及第。〓州に赴任する途中、同安馬巷付

近で玉皇上帝が天使を使って瘟薬を〓州でばら撒 こうとしたのを知 り、瘟まめを呑み込んで死亡し

た。天使が天庭に帰ってこのことを報告 したので、代天巡狩の称号を得た(三 尾1997:171、 全国

寺廟整編委員会1991:12)。

D-2:池 文魁。唐朝の進士かつ忠臣。時の皇帝が池府王爺に人民を保護するように命 じたところ、効

顕があったので、民衆に広く尊崇されるようになった(曾 景来1938:125)。



E.池 ・李 ・朱 ・刑 ・金王爺:

科挙受験のため、池 ・李 ・朱 ・刑 ・金姓の五人が途中泉州に泊 した。このとき、数人の疫病神が

井戸に疫癘を流行させようと毒を投じた。それを知った五人は驚いて人々の災難を救 うことを天に

祈って、毒を投じた井戸に身を投げたため、疫病の流行を免れた。後世の人がこの五人をまっり、

五府王爺という(増 田1975:26-27)。

F.邸 ・呉 ・温王爺:

唐朝の進士 。忠義 廉節。死後王爺 として祀 られた(曾 景来1938:125)。

G.呉 王爺:

呉姓の三 人の兄弟 。漁業 の神 として祀 られた(曾 景来1975:125)。

H.三 府王爺:

池、李、朱の三兄弟は樂をよくし、技神に入った。時の皇帝がこの三人を召し、楽を奏さしめた

が、天才の妙技に聴衆は驚倒した。皇帝は、これは人ではなく、鬼神の仕業だろうとして、彼らを

斬ろうとした。左右の者達が皇帝をいさめたが、皇帝は聞き入れず、ついに、彼らを斬ってしまっ

た。彼らの霊魂は天に上り、天公から王に封じられ、その命をうけて下界にくだり、諸人の善悪を

監査する(増 田1975:27)。

I.朱 王爺:

李世民の360進 士 の一人(曾 景来1938:125)。

J.李 王爺:

元来職業を有せず、乞食 として諸方を俳徊中に、張天師のために馘首せられた。張天師は首を箱

に納めて海に流したが、他の乞食に拾われた。これを聞いた遠近の乞食の相寄るもの360人 が、そ

の首を箱におさめ、台湾皇帝(?:マ マ)の もとに至 り、その首を捧げ、一同の飢餓を告げて食を

求めた。皇帝はその首を検分した後、乞食に向かって、将来この首を神に祀るべしといい、かつ王

爺の称号を授けた(増 田1975:27)。

K.鄭 成功:

本論第5章3.参 照(連 1921、 蔡 1989、 黄1997な ど)。

L.西 秦王爺:

唐明皇(玄 宗 西暦712-755年)。 即位後、姚崇(後 出)、宋璟等を重用して、国の安定をもたら

した。歌舞音曲を好み、後宮に舞台を造 り、芸人を招聘して昼夜休まず演 じさせた。彼等が練習し

た場所は 「梨園」と呼ばれたため、後に、玄宗は、「梨園開山祖Jと も呼ばれた。しかし、玄宗は安

禄山の乱で長安を追われ、帝位を太子の李享に譲 り、西蜀に亡命して 「太上皇」となったため、西

蜀の旧名である 「西秦」をとって、「西秦王爺」と呼ばれるようになった。「西秦王爺」は、台湾で

は、北管戯福禄派の主祀神となっている。いわば、職能神である。ちなみに、西皮派では、田都元

帥雷海青を祀る。台湾には、六宇(台 北県三宇、台中県一宇、彰化市一宇、高雄市一宇)が ある(黄

文博1994:7)。

M.祖 先神としての王爺

ある宗族の祖先が 〈王爺〉となる、というケースは、中国大陸福建省旧泉州府所属地域には、比



較的多く見られる。N.で 紹介する②も、当初は蕭姓のみが祭祀していたらしい。地域への貢献者

としての 〈王爺〉は、もとは一族の繁栄に寄与したり、高官となった祖先が 〈神〉化することによ

って、宗族を超えて祭祀されるようになったものと思われる。

M-1.謝 水藍:

1899年 台南県永康郷生まれ。台湾総督府医学専門学校(後 の台湾大学医学院)、故郷に帰 り益寿

病院を開設し、公学校の校医なども兼任し、医術を以って人を救い、尊敬されていた。 日本統治時

代には、大湾第三保正、台南州協議会会員、大湾保正聯合会会長、新豊郡医師公会会長、等などを

歴任 した。また、戦後 も永康郷民代表会主席、台南県参議員、永康郷農会理事長他多数の要職につ

いた。民国四十一年(1952年)、 亡くなるとともに、村の人々は彼が神になったと見なした。国聖

宮に祀られている謝府千歳は、この謝水藍を祀ったものだという(黄 文博1994:7-8)。

N.英 霊王爺:

(以下、黄文博1994:8)

① 清王爺:明 初の救駕、李文魁。新竹県新豊郷普元宮にまつられている。

② 蕭王爺:漢 代の太傅であった蕭望之。雲林県台西郷聚安宮に奉祀。及び、漢初の名相、蕭何。雲

林県麦寮郷鎮西宮に奉祀。

③ 姚王爺:唐 代の名相姚崇。武則天などの宰相を務めた。雲林県虎尾鎮姚正宮に奉祀。

④ 徐王爺:唐 代の軍師徐茂公。高雄県永安郷天文宮に奉祀。

⑤ 伍王爺:唐 代南陽侯伍雲召。高雄市塩〓 区沙多宮に奉祀。

⑥ 何王爺:唐 代進士何仁傑。高雄県林園郷霊低殿に奉祀。

○.劉 枝萬((1966)1983:227-228)に おいて 「瘟神」以外で王爺と呼ばれ うるとされたもの:

0-1-1.三 山国王:

台湾では、客家人の信仰する神。広東省潮州府の独山、明山、巾山。唐代に潮州で起きた反乱で、

政府軍が鎮圧に苦慮していた時、三山が霊威をあらわして親征した皇帝の軍を助けたので、反乱を

鎮圧できた。そ こで皇帝は勅を下して、三山の神を三山護国王に封 じたと言う。しか し、別の説に

よれば、南宋最期の皇帝が、反乱の鎮圧に向かったとき、反乱軍に敗れ、ようやくの思いで潮州附

近にたどり着いたものの、大河が渡れず、武運の尽きたと思ったとき、対岸の三山にそれぞれ軍旗

が翻っているのが見えたので、必死に救いを求めて祈ったところ、対岸から馬がやってきて皇帝を

助けたところかち、これらの山を三山国王と尊称して祀るようになったという(窪1986:300-301)。

0-1-2.火 徳星君:

火の神。祝融氏説や、「回禄」説等あり。現在台湾でこれを主神とする廟は、一宇のみ(台 北市)

といわれている(仇 徳哉1985:913)。

祝融は、〓〓氏の子、上古三皇の一で、人々に火の使用法を教え、野獣を駆逐 した り金属を鋳造す

る方法を教えたという。祝融は、万物を作ることができるが、一度コン トロールし損ねると、無限

の災禍を及ぼすという。燧人氏という説もある。燧人氏は、木を擦りあわせて火をおこす方法を発

明したことに由来する名前。「回禄」が火の神になった由来は不明。「回禄之災」とは火災を指す(林

進源1994:116-117)。

0-1-3.中 壇元帥:

『封神演義』によると、殷の紂王の武将李靖は、道術の修行をし、五行の遁法を会得していた。

そこで、紂王は李靖を陳塘関の総指揮官に任命した。彼には三人の子供があったが、三人目は肉塊

であった。李靖が怪しんで剣で割ると、きれいな子供がでてきた。三日目に長老がきて、〓咤と名

づけ、将来必ず名をあげるといった。彼は七歳の時に風火車を発明して、戦争でこれに乗って出か



けた。また、常に混天環と火尖鎗を武器とした。父は殷を、彼は周の武王を助けたが、父は子の敵

ではなかった。太乙真人が玲瓏座を与え、父子で武王を助けたので、周の勝利となり、父子四人は

成仙 した。〓咤は太子爺とも呼ばれ、玉皇の駕前の大羅仙の生まれ変わりと言われている。大羅仙

は身長六丈、金環を冠 り、三頭九眼八臂あり、口から青雲を吐き、足は磐石をふみ、大喝すれば雲

が下がって大雨を降らす ことができた。玉皇は、世に魔神が多いのを嘆き、彼を下して魔神を退治

させようとして、李靖の子にしたという(窪1986:264-266)。

0-1-4.境 主公:

土地の守護神。地基主と同義といわれることもある。地基主とは、土地の開拓者でありながら、

子孫がいないために、子孫に祀られる代わ りに、その屋敷を受け継いだ他者によって祀られる、一

種の厲鬼である。土地公に職掌は近い。泉州人の寺廟に祀られることが多い(仇徳哉1985:1027)。

0-1-5.霊 安尊王:

青山王とも。本山が、泉州府恵安県青山にあるので。三国東呉孫権の武将張滾。孫権に泉州恵安

を鎮守するよう命じられ、仁政をしいた。恵安県民は彼を生き神として尊崇し死後は、県民が彼の

ために 「青山廟」を建てた。約700年 余 り後、宋太宗年間、進士の崔知節が恵安県令に任じられ、

青山廟に参拝 した折、墓石が倒れ、「太平興国間、古県本恵安、今逢崔知節、送我上青山。」という

字が現れた。崔知節は在地の紳商を集め、張の墓を青山麓の後ろに移し、青山宮を建てて定期的に

参拝 した。南宋高宗時、金の兵を采石磯で破ったのは張の助けがあったか らと言われてお り、高宗

は彼を 「霊安尊王」に封 じたといわれ、これ以後、青山王は泉州人の守護神となった。台湾では、

嘉慶年間に萬華で瘟疫が流行したとき、福建から青山王の神像を招いてきて、瘟疫を鎮圧 してもら

った。

0-1-6.広 澤尊王:

泉州出身者の崇拝する神。唐代名将郭子儀の子孫と言われる郭忠福。幼時に貧 しかったので、牧

童となった。彼を雇った主人は守銭奴で、ある時風水を見てもらった地理師に、 トイレに落ちて死

んだ羊を料理 して出した。怒った地理師は、郭にだけ父母の墓地としてよい風水や、神になる方法

を教え、雇い主の方は、蜂に刺されて死ぬように仕組んだ。人々は、郭が神なったことを神秘と捉

え、寺に祀った(窪1986)。 別種の伝承では、郭が樹上に不動で数ヶ月も座っていても、体に温も

りがあったので、人々が不思議に思い、神として祀った。後に、夢に現れて雍正帝の痘瘡を治した

ので、「痘神」として祀られた(林 進源1994:334-335)。

0-1-7.有 応公:

子孫のいない孤魂 、不 自然な死 を遂げた人の魂。

0-2-1.馬 援:

紀元前14年生-西暦49年卒。字を文淵、後漢、茂陵人。建武十一年(西暦35年)、〓西太守に

任ぜ られる。建武17年(西 暦41年)伏 波将軍に任ぜられ、交阯(趾)征 伐に功があり、新息侯に

封 じられた、後に、武陵の五渓蛮を攻撃中に病で陣中にて死去(辞海編輯委員会編1988:329-330)。

0-2-2.唐 明皇(玄 宗):

「L.西 秦王爺」 を参照の こと。

0-2-3.謝 安:

320年 生-385年 卒。東晋 中期の宰相。河南人。四十歳を過 ぎて官途 につき、侍中、吏部尚書 にま



で進んで、晋室をよく維持したといわれる。前秦の苻堅が〓水に大軍を率いて迫ると、弟や甥を遣

わして大勝し、その後大挙北伐を計画したが、台頭してきた司馬道子に憎まれ、広陵新城に駐 して

いる時に病死(外 山 ・日比野編1984:152)。

0-2-4.岳 飛:

1103年 生-1141年 卒。南宋の武将。河南人。農民の子に生まれたが、金軍の侵入に対 して各地で

起った義勇軍に参加して頭角をあらわし、三十二歳で節度使に任ぜられた。しかし、和平論者の宰

相秦檜によって、岳飛と他の武将との間の不和や、彼 と部下との間の意見の相違につけ込まれ、無

実の罪で捕 らえられ、毒殺された。後世、異民族金に抵抗した救国の英雄として仰がれるようにな

った(外 山 ・日比野編1984:63-64)。

0-3-1.鄭 王爺:

鄭成功の二弟。

0-3-2.清 王爺:

鄭成功の武将。

0-3-3.余 化龍:

施瑯の部下で、康煕三十七年に施瑯と台湾にやってきて現在の台南県山上郷地域に駐留した。井

戸を掘 り、道を開き、入植者を導きいれて開墾したが、匪賊に殺されたという。ただ し、施 瑯の部

下には、余化龍なる名の人物は実在しない(仇1985:681、 曾景来1938:126、 劉建仁968:77-78)。

0-3-4.施 王爺:

福康安の武将。林爽文の乱 を鎮圧。

0-3-5.順 正大王:

順王爺、武恵尊王、護国武恵順正大王とも。伝説には、以下の四種があるという。1.黄 姓め祖

先で名を武恵という。2.彭 姓で、360人 の進士の一人。3.宋 代の姜王爺及び大巡爺などの三勇

将。4.福 建省晋江人で、姓は黄、名は不詳。主人のために酒を醸造 し、薪が尽きたので、自分の

両足を燃料 にしたので、翌 日美酒ができた。里人はかれの忠義を偲んで、廟を建てたという(仇

1985:694)。

0-3-6.義 愛公:

森川警部。 日本統治時代、東石郡に赴任。村人の困窮を見て、税の取り立てを行えず、何度も税

金の軽減を上部に申し入れたが聞き入れ られなかったため、自殺した。

0-4-1.邸 王爺:

曾景来によれば、邸王爺は鳳 山街籬子内龍閣寺の祭神で、邸千〓 とい う福州人。80年 前(1850

年代?)歩 兵 として渡台し、死後同地に埋葬されたが、毎夜邸千〓と書かれた堤燈が見えるので、

部落民が驚き騒いだ。時に、ある病人が、その墓に祈願したところ霊験があり、まもなく病は全快

したと言う(曾 景来1938:27)。 ただし、この邸千〓が劉枝萬のい う邸王爺と同一か否かは不明。

0-4-2.十 三王:

不明(五 年 王爺の一種か?)



0-5-1.蕭 何:

生年不祥-紀 元前193年 卒。前漢高祖の功臣。江蘇人。漢の天下統一後に建国の第一の功臣とし

て侯に封ぜられ、後相国とな り、現実的政策で漢帝国の基礎を固めた(外 山 ・日比野1984-162)。

0-5-2.陳 陵:

隋の軍人。安徽人。隋末、杜伏威 の農 民反乱 と戦 い、敗死(日 外 アソシエー ツ1993:465)。

0-5-3.張 巡:

709年 生-747年 卒。唐 中期の武将。河南人(一 説 に山西人)。開元末進士及第の後 、諸官を歴任。

安禄山の乱では、兵を起 こして賊軍と良く戦ったが、最後は兵器 ・兵糧が尽き、賊に殺された。死

に臨んで も顔色 を変えず 、死んで鬼 とな り、賊 を殺す と言い放 った という(外 山 ・日比野

1984:226-227)。

0-5-4.包 公:

第4章3.参 照 。

0-5-5.鄭 成 功:

第5章3.参 照 。

0-6-1.松 王爺:

老榕樹を祀ったもの。台南州東石郡東石庄港乾〓の慶福宮に祀 られていた松王爺は、小高い丘の

上にたっていて他の熔樹より一段と高い熔樹であった。この枝を取ったり、幹を傷つけた りすれば、

その人は腹痛を起 して死に至る、といわれていた。しかし、乾隆年間にこの木が枯れたので、村人

が崇りを恐れて、この木か ら神像を作 り、除疫を祈願 した(鈴 木清一郎1975〔1934〕:371-372)。

0-6-2.樟 王 爺:

樟 樹 神 。

0-6-3.山 王 爺:

山 の神 。

0-6-4.金 ・火 ・水王爺:

五行 による神。台南州東石郡東石庄港乾〓 の慶福宮 に祀 られていた金王爺は、洪水の難 を救 うと

い う(鈴 木清一郎1975〔1934〕:372)。

0-6-5.渓 ・港 ・潭王爺:

廟址や王船 の漂着場所 によ る。

0-6-6.石 王爺:

神像が石で彫刻 されて いる ことによ る呼称。

0-7-1.五 年 王 爺:

第4、5章 参 照 。

0-7-2.天 神 王 爺:



不明。

0-7-3.随 駕 王 爺:

不 明 。



附録II〈 香庄〉位置図



附録II-2〈 香庄〉名簿(1990年 及び1986年)

凡例

1.本 附録は 〈香庄〉の名簿であるが、実際には、〈五股〉の諸村落も五年大科では五年王爺を

勧請するので、〈五股〉を含んだリス トになっている。

2.馬 鳴山鎮安宮か らお借 りしてコピーした原資料には、下表にまとめたデータの他に、御輿の

要不要、法物(呪 符等)の 数量などが記載されているが、本表では省略した。

3.本 表は、原則として90年 時の状況を主として記入し、86年 についての情報は、最も右の欄

に記入 している。

4.90年 時については、借 り受ける神の名前が明示して有るものは王爺名のところに記載 した。

神像には、正身と副身があり、副身は正身の複製。#が ついているものは正身、それ以外は

副身。

5．86年 については、86年 と90年 共に勧請している場合には、86年 の欄に 「○」をつけ、86

年の原簿に90年 と異なる記載事項があれば、それを同じ欄に記載した。86年 についても借

り受ける神の名前は、原簿に姓が明示して有るもののみ記載した(#が 正身)。

6.3.の 原則にもかかわらず、90年 には神像を勧請せず、86年 のみに記載があるときには、

その詳細な情報は、90年 と同じ欄に記載されている。ただし、86年 の欄に 「※」を記入し

て、その情報が86年 時に関わるものであることを明示 した。

7.「 ×」は、90年 に記載があるが、86年 には記載がないものである。

8.地 図NO.に 「?」がついているものは、場所を特定できなかったもの。

9.原 資料には、若干の記載漏れ、誤字、所属行政単位の誤った記載などがあり、原簿か ら正確

な地名を同定することができないものもあった。

10.本 表では市 ・鎮 ・郷などの区分けは、90年 時の行政区分法に従っている。

〔嘉義市 〕

〔嘉義縣 〕





〔雲林縣 〕













〔其の他縣 ・市〕

〔不明〕(所在地不明)



付録III:馬鳴山鎮安宮五年王爺庚午科年大祭典挙行 「金〓三朝祈安清〓啓事」の布告

(1990年)

馬鳴山鎮安宮

五年王爺 庚午科年大祭典挙行金〓三朝祈安清〓啓事

茲啓者為本宮 五年王爺欣逢庚午科年大祭典択定民国七十九年国暦十二月十二日(農 暦十月二

十六日)下 午起連続在本宮挙行五天建設挙行金〓三朝祈安清〓爰将応行啓事摘〓如下:

1.建〓 意義:本 宮毎逢寅、午、戌年称謂大科年依例建設金〓三朝祈安清〓倡導人民行善造福地方

貢献国家及慰祭護国英霊超度孤魂祈求上蒼賜福風調両1順国泰民安五谷2豊登六畜興旺。

2.建〓 日期與地址:択 定中華民国七十九年国暦十二月十二日(農暦十月二十六日)下午(十 二月

二十七日丑時起鼓)起 連続在本宮挙行五天。

3.建〓 斗燈:① 本宮分立五股即主会、主〓、主壇、主普、三官首等各股規定建〓大斗燈

乙座、連炉主乙座共六座。

②為応全省各廟、宮、寺、壇、堂〓信徒需要献設斗燈祈求平安起見本宮男

備福寿及祈安斗燈弐種任選乙座以登記先后為排位順序詳細内容可向本宮

総務組面治申請参加期限自即日起至十月二十日止。

③福寿祈安斗燈定於十月二十七日午前九天開燈参加者届時請自派一-二 人

本宮廟内日夜輪値管理及倍拝或託本宮雇人管理亦可請向総務組面治決定

之。

4.神 仏王令法器鑑〓:① 全省各廟、宮、寺、壇、堂〓衆信徒所有供奉尊神或菩薩神像及

王令、法器均可参加鑑〓請向総務組面治参加日期自即日起至十

月二十日止。

②申請登記時以先后為鑑〓座位並在登記〓先定回駕日期(特 殊情

形者男定之)請 各位信徒注意按時迎請神像回駕俾免届時紛乱徒

費時間登記工作完畢后神像及王令、法器須自登記日起至十月二

十日以前憑登記〓迎入〓壇以便定座。

③三朝〓科係於十月三十日農完満結束当日擬定福寿祈安斗燈兼有

神像鑑〓者〓遠途荘宮住宿或鄰近親戚処之信徒帯有神像鑑〓者

以特殊関係酌情先予分発回駕(一 天為限)。

5.人 丁消災献疏:全 省各地善男信女均可参加本宮備有申請用紙凡有意参加者請向本宮総

務組索取其内容須自填写住址、姓名、年齢或生年月日等申請日期自即

日起至十月二十日止。

6.外〓 壇設立:本 宮股内依例応設外〓壇五座為原則如全省各地分霊及其他団体或信徒有

意参加献設者傍可向本宮総務組申請献設但其

位置男商決定之。

7.建〓 普度日期:① 択定民国七十九年農暦十月二十九日下午一点起至五点之間本宮股内

各村里請就地集中献普之。

②本宮毎逢大科年建〓時全省各地善信等有莅宮進香及陪普之例然而各

1「 両」 は 「雨」 の誤 りと思われ る。

2「 谷」 は 「穀」 の意 。



地善信如願在当日献普之時間参加陪普者可在貴地境内集中陪普尤為

歓迎惟献普物品請儘量以香、花果品或乾料等為宜。

③如在本宮前陪普者請標明献普人住址、姓名以資識別並請先向本宮連

絡決定場所排設。

8.斎 戒素食:自 農暦十月二十五日早農起至同月二十八日早農止(三 天)本 宮股内男、女、
老幼信徒請一律実施素食沐浴斎戒以表虔誠並祈閤家康安。

歓迎全省各地士紳善男信女踊躍莅臨指教共襄盛挙是所至〓頂頌福祉

謹上

全省各廟、宮、寺、壇、堂

〓各位士紳善男信女 助〓

馬鳴山鎮安宮建〓簿委員会 謹啓

地址:

電話:

中華民国七十九年 月 日



付録IV:馬 鳴山鎮安宮五年王爺戊寅科年大祭典挙行 「金〓三朝祈安清〓啓事」の布告

(1998年)

馬鳴山鎮安宮管理委員会 函

馬鎮総字第045号

受文者:各 地廟、宮、府、寺、壇、堂〓各界士紳,善 男信女。

主 旨:検 送本宮 「戊寅科年大祭典挙行金〓三朝祈安清〓 啓事」乙扮,請 共襄盛挙,同沾 法雨。

説 明:1.本 宮戊寅科年大祭典時間:国 暦十二月十四日 。起
五天

農暦 十月廿六日

2.本 宮戊寅科年大祭典挙行三朝祈安清〓啓事。如附件(一)

馬 鳴 山鎮安 宮管 理委 員会

主任委員 陳 某

附件(一)

馬鳴山鎮安宮五年王爺戊寅科年大祭典挙行金〓三朝祈安清〓啓事

茲啓者為本宮 五年王爺欣逢戊寅科年大祭典択定民国八十七年国暦十二月十四日(農 暦十月二

十六日)上 午起連続在本宮挙行五天建設金〓三朝祈安清〓爰将応行啓事摘〓如下:
一.建〓 意義:本 宮毎逢寅、午、戌年称謂大科年,依 例建設金〓三朝祈安清〓,倡 導人民行善,造

福地方、貢献国家及慰祭護国英霊超度孤魂、祈求上蒼賜福風調雨順、国泰民安、五谷3豊登、六畜興

旺、官階高昇、生意昌隆。

二.建〓 斗燈受理日期及費用表:

3「 谷 」は 「穀 」の意。



三.神 尊鑑〓 受理、領回日期及費用:

(一)受 理日期:農 暦八十七年九月一 日起迄八十七年十月廿五日止。

(二)領 回日期:農 暦八十七年十一月一日起迄八十七年十一月十五 日止。

(三)費 用:毎 尊壱任元整。(附贈八仙彩、神尊祈念牌)。

四.外〓 壇設立:本 宮分立五股依例応設主会、主〓 、主壇、主普、三官首〓 壇五座及建〓

斗燈各乙座。

五.建〓 普度孤魂:1.択 定民国八十七年農暦十月二十九日下午三時起至五時三十分之間,

本宮股内各村里請就地集中献普之。

2.本 宮毎逢大科年建〓時全省各地善信均有莅宮進香及陪普之例,然

而各地善信如願在当日献普之時間参加陪普者,可 在貴地境内集中

陪普尤為歓迎,惟 献普物品請儘量以香、花果品或乾料等為宜。

3.如 在本宮陪普者請標明献普人住址、姓名以資識別並請先向本宮連

絡決定場所排設。

六.斎 戒素食:自 農暦十月二十三日早農起至同月二十五日晩上止(三 天)本 宮股内男、女、

老幼信徒請一律実施素食沐浴斎戒以表虔誠並祈閤家康安。

歓迎全省各地士紳善男信女踴躍莅臨指教共襄盛挙是所至〓、順頌福祉。

謹上

全省各廟、宮、寺、壇、堂

〓各界士紳,善 男信女 勛鑑

馬鳴山鎮安宮管理委員会 謹啓

地址:

電話:

中華民国八十七年七月 日



附録V 馬鳴山鎮安宮五年大科庚午科年大祭典 「金〓三朝祈安清〓」

のプログラム(1990年)

(注:こ のプログラムは、道士があらかじめ作成し、鎮安宮に通知したものを忠実に記録した

ものである。実際に儀礼を挙行するにあたっては、時間などの関係で、若干の項目の省略、追加、

あるいは前後の入れ替えがあった。)

民国七十九年歳次庚午農暦十月二十六、二十七、二十八、二十九、三十 日

馬鳴山鎮安宮修設三朝清〓科儀程序表







附録VI 馬鳴山鎮安宮五年大科庚午科年大祭典 「金〓三朝祈安清〓」の 「榜」

(1990年)

(注:道 士が作成し、張り出したものを転写した。ただし、本附録採録にあたり、人物名は伏せ

た。)

金〓禳災 祈安芳〓福章

上清三羽五雷經 金闕御前賛 寮大夫掌天雷〓嶽北極治邪事陳(印 章)當 職欽承

帝命掌握符印領諸司號令之權 主玄壇 設〓禳災祈安之事既詞旨合領告朋今據

中華民國台灣省雲林縣褒忠郷馬鳴村鎮安路参拾壱號馬鳴山鎮安宮 信士衆居民 仝 就馬鳴山

鎮安宮奉

道設〓禳災祈安保境植福

主任委員 呉某 副主任委員 陳某 常務監事 陳某 総監事 楊某

総務組長 陳某 財務組長 留某 營繕組長 留某 祭祀組長 葉某 接待組長 陳某

委員 陳某 蘇某 張某 陳某 陳某 陳某 蔡某 張某 張某 周某 察某 林某

監事 羅某 周某 陳某 陳某

顧問 陳某 陳某 周某 蔡某 陳某 陳某 蔡某 張某 陳某 蔡某 呉某 廖某 李某 楊某

蘇某 陳某 陳某 蘇某

中民村長 留某 中勝村長 邱 某 埔姜村長 留某 馬鳴村長 蘇某 新湖村長 陳某

有才村長 林某 田洋村長 陳某 新〓村長 陳某 六塊村長 張某 北寮村長 張某

同安村長 陳某 復興村長 林某 月眉村長 謝某 昌南村長 陳某 媽 埔村長 陳某

主普殿 月眉村 田洋村

主會殿 媽 埔村 六塊村 褒忠村

主壇殿 新〓村 芋頭村 有才村

主〓殿 同安村

三官首殿 馬鳴村 昌南村 復興村

偕合衆信人等謹沐注香敢稽

上達伏以

天道無言弗爽災祥之應 人心有覺能轉休咎之機其疫癘遞隆実 上天警修徳以至意之可加而

清〓挙行乃彼蒼可祐吉而

天心之厚賜誠惟可格徳莫能名但念衆 等佳居郷里各安生業 崇奉



千歳奉旨領降掌陰陽善悪之由代天巡狩察民間禍福之報衆生有難若祷告神慈無私降吉祥伏願

聖恩活蕩錫時和年豊之兆 帝徳純禧錫康物阜之澤天災地否莫臨郷里之中歳危同厭無遭村落之裡老安

少懐歌鼓腹子乾覆坤載人栄物熾歓飽煖于

青天白日化凶為吉去否成泰士登金榜農箱大有工商倍利風調雨順國泰民安願言不盤全叨巨疵例定今

月念柴日念捌日越至念玖日侯道就宮立壇修建

金〓禳災祈安芳〓-大 会行科三 日夕吉日起鼓焚油逐穢先發一宗文字告聞

三界攸司 敬啓芳筵 爰竭 寸心恭迎

帝輅大降祥光勅禁妖氛揚旗示榜督将衛壇開諷 高上玉皇本行心印集經啓開持念

太上鴻名御號演三巻開五品補謝交經敬由保祐拜朝天謝罪大懺奉献九陳妙〓是晩燃宝炬以光真捲珠簾

而觀帝鳴金戞玉啓告

師聖尊主維大 致法宿啓玄壇紀網 教法敷露 篆 真文安鎮 疏奏

九天懺悔十極謝師解佩少息梵音次早 天朗気清玉炉添香行道青詞達干

三清丹忱陣乎四府暗方中離陽正午一緘之紅疏奏 柴清之闕下瑶壇曰暮備挙文儀玄章上奏

勾陳 悃 維達一心玉兎西墜金鶏報晩 越至三早 天曙洒浄壇場復整壇界重鳴法鼓重白

至尊茶献異品敷宣寳真妙経首雪愆尤啓請官将登棚演教拝進表章上陳

御覧各家行香沿門宣疏逢午献 散遶奇花道場甘湯入〓續完主科崇建道典外備少筵普施孤典通誠正〓

降迎

玉京詠大謝之鴻文酌三行之美〓関五雷神燈設和瘟浄〓禳祀瘟司完満酌献送

聖回程俵代疏財犒賞官軍勅鎮霊符拜別

天顧安奉境主恪盡〓事供真列分位行科三旦夕等因上奉

高真下祈平安萬福以今玄壇肇啓宝範初行右仰値日功曹當境神聰守榜大神持旗便者即使粛黄道通誠達

悃〓

帝駕以丕臨敷人祥而駢集功勲廣著神麻不昧準教奉行須至榜者

普告無窮 萬神咸聴



右榜知悉

天運庚午年陽月 念柴日 念捌日至 念玖 日給

祖師三天扶教正壱靜應顕佑真君張

安

榜〓

發本宮前張掛



附録VII 馬鳴山鎮安宮五年大科庚午科年大祭典 「金〓三朝祈安清〓」の普度用の 「榜」

(1990年)

(注:道 士が作成し、張 り出したものを転写した。ただし、本附録採録にあたり、人物名は伏せ

た。)

靈寶大法司 本司以今為賑済寒林以靖地方事 今拠

中華民国台湾省雲林県褒忠郷馬鳴村鎮安路三十一號馬鳴山鎮安宮各村戸民 全就浄處奉道設〓禳災

祈安普度保境植福

主任委員 呉某 副主任委員 陳某 常務監事 陳某 総監事 楊某

総務組長 陳某 財務組長 留某 營 繕組長 留某 祭祀組長 葉某 接待組長 陳某

委員 陳某 蘇某 張某 陳某 陳某 陳某 蔡 某 張某 張某 周某 蔡某 林某

監事 羅某 周某 陳某 陳某

顧問 陳某 陳某 周某 蔡 某 陳某 陳某 蔡 某 張某 陳某 蔡 某 呉某 廖 某 李某 楊某

蘇某 陳某 陳某 蘇某

中民村長 留某 中勝村長 邱 某 埔 姜村長 留某 馬鳴村長 蘇某 新湖村長 陳某

有才村長 林某 田洋村長 陳某 新〓村長 陳某 六塊村長 張某 北寮村長 張某

同安村長 陳某 復興村長 林某 月眉村長 謝某 昌南村長 陳某 媽埔 村長 陳某

主普殿 月眉村 田洋村

主會殿 媽埔 村 六塊村 褒忠村

主壇殿 新〓村 芋頭村 有才村

主〓殿 同安村

三官首殿 馬鳴山 昌南村 復興村

偕合衆信人等涓十今月二十七日連二十八日二十九日仗道就宮立壇修建

金〓禳災祈安清禳大会行科三旦夕依修奉等因専祈合衆平安境土清泰照得本司 代天尊而宣化遵仙

翁之科典受〓主之致誠設無碍之浄〓擇於是晩

備列香〓賑施孤魂汝等善瑞臨壇好明本性同沾無量之功共楽希夷之界 望光托化自然超昇須至榜者

右仰孤魂知悉

天運庚午年拾月

廣渡沈論天尊 二十九日給 食

ホ 示〓 發浄処座前暁諭



附録VIII 語彙

以下では、本論で言及した中国語及び〓南語の語彙について、日本の読者になじみの薄いものや文中にしばしば言

及されるものを取り上げ、簡単な注釈を施した。また、日本語であっても、台湾が植民地であった時代に用いられた

用語についてはここでとり上げている。詳細な解釈を要するもの、本論の議論と関わる語彙については、以下で指定

している個所も参照されたい。語彙の配列順は、日本語読みのあいうえお順とした。また、本文中で付記した 「 」

や 〈 〉などの括弧は、ここでは省略した。

あ行

陰間 あの世。

陰〓 〓 で、二枚 とも陰(曲 面)が 上になった場合。神が不同意であるか怒っ

ていることを表わす。

淫祠 民衆か ら信仰されているが、正祠 とは認め られない廟。

烏頭司公 台湾南部の道士。吉事、凶事の両方の儀礼を行 う。

運 命 と対になる。比較的短いタイムスパンの運。

謁祖進香 祖廟の神に拝謁するための巡礼。

王船 王爺を載せて送 り出す為の船。

王爺 神の一種。別名、千歳、代天巡狩など。

鬼 特定の祭祀者を持たない死者の霊魂。詳細は第六章参照。

瘟疫 ペス トやマラリアなどの熱帯性伝染病。

温元帥 神の一種。温姓。

瘟神 疫病神。

温府王爺 温姓の王爺。

か行

開路鼓 巡礼や巡庄などの隊列の先頭に立つ太鼓あるいは銅鑼の演奏隊。

開鬼門 農暦7月1日 に地獄の門が開くこと。

改運 補運 ともいう。悪い運を変えること、またその儀礼。

外壇 〓 の法事に参加する各股等が廟の外に設置する祭場。

械闘 地縁或は出身地により結合 した集団同士の間の武力闘争。

下願 願掛けをすること。

衙署 役所。

過火 燃や した金紙や油などの上を走って踏み越え、穢れを祓うこと。

過房〓 兄弟の息子などの父系親族か ら取った養子。

神 神。詳細は、第六章参照。

甘王 広西の地方神。

鑑〓 神像が〓 の祭 りに参加すること。

関帝 関聖帝君 とも呼ばれる神。関羽。

看天田 天水農業。

祈安清〓 地域社会の不吉なできごとを神に解決してもらい、霊験に感謝するの気

持ちを表すために道士に依頼 して行う盛大な祭典。

貴気 子供小さい時よく病気になって、育てるのが大変なこと。



鬼月 農暦7月 のこと。

義民公 神の一種。正義の為に戦って亡くなった人がその前身。

客王 廟内に常駐するのではなく、祭の時に海か ら招いてくる王爺。

客人 客家語を母語とする人々。

救生 神に対する吉事に属する儀礼。

経衣 紙に衣服や靴などの絵が印刷されたもの。死者や孤鬼に捧げる。

轎班 神輿の担ぎ手のグループ。

玉皇上帝 天の最高位の神。

玉旨 玉皇上帝から下される命令。

金紙 主に 〈神〉に対して捧げられる紙銭

銀紙 祖先や鬼に対 して捧げられる紙銭。

迎王 屏東県小琉球、東港などで行われる三年に一度の王爺大祭。

芸閣 廟の祭等で神輿の出巡等に合わせてくりだされる見世物の一種。

契〓 神の義理 の息子。子供の健康を願って結ばれる義理の親子関係。

結縁 縁結び。

結拝 義兄弟の契 りを結ぶこと。

県丞 副県知事。

股 廟の祭祀や運営の権利 ・義務の持分を持つ地縁的な単位。

紅亀 供物に用いる甘い餅の一種。亀の形をしている。

香客 参拝客。

好兄弟 特定の祭祀者を持たない死者の霊魂。詳細は第六章参照。

犒軍 神兵をねぎ らうための儀礼。

交香 廟と廟の間で相互 に往来関係があること。

郊行 ギル ド。

項王 項羽が神格化したもの。

香山五岳神 台湾の王爺の直接の起源と言われる神。詳細は第5章 参照。

香庄 鎮安宮の五年大科の際に神像を勧請する単位。多くは村落などの地縁的

な単位。主に、雲林県、嘉義県の沿海地域に位置する。

香條 巡礼団の通過、来訪を告知する短冊。

紅頭司公 台湾北部の道士。吉事のみを行う。

香灰 神を拝む為にともした線香の灰。

降鸞扶〓 神が〓筆 という筆記具に降臨して筆記する託宣。

五瘟皇 瘟神。『封神演義』に登場する商王朝の紂王の部下。

五瘟使者 瘟神。別名、「五帝」(中国南部)、 「五福大帝」(台湾)。

〓 占いの道具。2枚 の三 日月型の竹片あるいは木片を用いる。

五股 鎮安宮周囲の諸村落か ら構成された五つの信者グループ。

五股会 鎮安宮の五股の前身。

呼請 (神に)呼 びかけて招くこと。

五牲 玉皇上帝に捧げるための供物。五種-通 常、鶏、豚 魚、家鴨の肉と豚

の肝臓あるいは腎臓-か らなる。

五帝 瘟神。別名、「五瘟使者」、「五福大帝」(台湾)。

五年王 王爺の一種。別名、五年王爺、五年千歳、十二千歳、十二王爺等。

五年王爺 王爺の一種。別名、五年千歳、五年王、十二千歳、十二王爺等。

五年千歳 王爺の一種。別名、五年王爺、五年王、十二千歳、十二王爺等。

五年大科 鎮安宮の足掛け五年に一度の大祭。



五府王爺 王爺の一種。五人の王爺か ら構成される。

五方鬼主 五瘟使者。「女青鬼律」に記載された。表12参 照。

顧廟 廟守。

五福大帝 瘟神。別名、「五帝」 「五瘟使者」。

顧炉 香炉の世話をすること。

さ行

済公 羅漢の一人。賭け事に霊験があることで台湾で人気の神。

菜飯 完全に調理されたおかずと御飯からなる供物。

做客 ある神の祭典時に、他所の廟か らも神を勧請 してくること。

鑽轎脚 地面にぬかずいた人々の列上を神輿が通ること。病気が平癒す

ると信じられている。

三献礼 〓 の中では最も簡単な三献酒を基本 とする祭神形式。

三山国王 広東省掲陽県阿婆墟の明山、独山、巾山という三つの山の神。

参神 陣頭が各家庭の前あるいは中に入って演技すること。

三牲 神に捧げる供物。三種-通 常、鶏、豚、魚-か らなる。

三府王爺 王爺の一種。三人の王爺か ら構成される。

三面壁 小さな祠で、三面に壁があるが、廟門を持たない状態のこと。

司公 道士。

詞状 告訴状。

獅陣 獅子舞。

紙〓 死者が住まう為の神製の家。

祀典 国家が公認した神の格式、祠廟及び祭祀を規定 した公式記録。

車鼓陣 道化役者1人 と女形1人 或は2人 で構成されるパフォーマンス。

邪神 善悪の判断をしない神。

謝平安 諸神にこの一年が平穏無事であったことを感謝する祭。

順風耳 媽 祖の主席護衛。千里の先まで耳が聞こえる。

拾魂 位牌婚。

十塞 17世 紀初頭に顔思斉、鄭芝龍及びその配下が開拓した十の村落。

十二王爺 五年王爺の別称。

十二千歳 五年王爺の別称。

十八王公 台湾北部の神。17人 の水死体と1匹 の生きた犬が神格化 したもの。

〓 道士を招いて地域の避邪祈福のために行 う大祭。詳細は、第三

章参照。

巡庄 祭典時に神像を乗せた神輿が村を練 り歩くこと。

笑〓 〓で、二枚とも陽(平 面)が 上になった場合。吉凶相半ばの意。

小神 現世の官僚に比することの出来ない地位の低い神。

進香 巡礼。

進士 科挙(官 吏選抜試験)最 終試験合格者。詳細は序章注21参 照。

陣頭 文武の芸を披露するグループ。

神明会 特定の神 を共同で祭祀する人々のグループ。

随香 神輿の練 り歩きなどに随行すること。

水師 水軍

聖〓 〓を投げ、陽(平 面)、陰(曲 面)が 出た状態。神が承諾したことを示す。



正祠 朝廷の指示で地方官衙が祀る祠廟。祀典に記載される

聖旨 皇帝か ら下される命令。

正神 善悪の判断をする正 しい神。

牲礼 神に捧げる供物。

送王船 王爺及び供物を船に積んで送 り出す(焼 く或は流す)儀 礼。

総管 中国江南地方に多い神。海運船団の指揮官の総称に由来する。

宗祠 祖先を祭祀するための専門の場所。

宗族 父系血縁原理に基く親族。

族譜 宗族の祖先の系譜関係、歴史についての記録。

組仔頭 賭け事のブローカー。

祖先 祖先。詳細は、第六章参照。

祖廟 ある神が分かれ出た元の廟。

た行

大家楽 宝 くじ及びそれをもとに作 られた賭け。

大戯 廟の公費で支出する奉納の舞台。

太子爺 神の一種。〓〓 太子 とも呼ばれる。股の紂王の武将李靖の三男である

にもかかわらず周の武王に味方した。様々な異能をもつ。ただし、「太

子」と名のつく神は実際はこの一つに限 らない。

歹性地 性格が悪いこと。

代天巡狩 王爺の別称。

大辧金 紙銭の一種。

大墓宮 無縁仏などを祀る祠。

値年 年単位の当番。

冲犯(衝 犯) 崇り、さわ り。

庁 神像や祖先の位牌を置く部屋で、家屋の中心となる部屋。

丁銭 祭の時に各家庭から出す分担金。

天后 媽 祖。

電子琴 改造 した トラックの上で行う歌謡ショー。

田頭田尾土地公 "土地公は、そこらじゅうに祀られている"と いう意味の諺。

頭家 炉主の補佐役。

童〓 神の霊媒。通常は男性。

読疏 神に向かって疏文を読み上げること。

度死 葬式や追善供養などの儀礼。

斗首 道教の法会で斗燈を安置している人。

斗燈 道教の法会で安置される邪をよけ福を呼ぶための道具。

斗燈〓 斗燈を奉納 した人の姓名を書き入れた札。

な行

〓〓 太子 台湾で人気の神。周王をたすけ、紂王に従う父親を殺そうとした。

南巡 南鯤〓 の代天府の練 り歩く範囲を馬鳴山鎮安宮の王爺のそれと区別す

るときに使う。



は行

拝斗会 礼斗植福。斗燈を安置し長寿と幸福、消災を祈願する道教儀礼。

八字 人の生年 ・月 ・日 ・時をそれぞれ十干十二支で表わしたもの。

八家将 八人の武神の陣頭。

ham5 権力があり、勢力が強いこと。

万善堂 無縁仏などを祀る祠。

飯担 食事当番。

搬鋪 死を目の前にした人を庁(位 牌のある部屋)に 移す こと。

封号 皇帝から神に授けられた称号。

普度 中元節などに行う施餓鬼。

分身 本尊のミニチュア。信徒に貸 し出した り、練 り歩き時に使われる。

分霊 ある廟や祠で奉祀されている神を分出し、新たに神像を作り、信者の自

宅や新たに建てた祠や廟に安置 して祭祀すること。

〓額 入 り口や室内に掲げる額。

房 父系親族のセグメント。

包公 北宋時の人。名は拯。清官で有名。神としても祀 られている。

法師 加持祈祷を専門に行 う職能者。

補運 改運 ともいう。悪い運を変えること、またその儀礼。

北巡 馬鳴山鎮安宮の王爺の練 り歩 く範囲を南鯤〓 の代天府のそれと区別す

るときに使う。

保甲制度 清代の住民相互監視の制度を踏襲して日本時代に作られた制度。十戸を

一甲、十甲を一保とした。

保正 日本時代の保甲制度における保甲の長。

ま行

媽祖 神の一種。航海守護の神 といわれるが、現在では万能神。

命 運 と対になる。あらかじめ定まっていて不変の運命。

命運 定まった命と可変的な運。

冥婚 位牌婚。

冥蛉子 異姓養子。

門神 邪鬼の侵入を防ぐ為に、廟門に画かれた り彫刻されたりする神。

問神 霊媒を通 して、神に相談事を持ちかけ、託宣を得ること。

や行

有応公 祭祀する子孫のいない人の骨を合祀 した一種の霊的存在。

有求必応 求めれば何にでも霊験があること。

遊天河 送王船儀礼のときに、王船を焼くこと。

遊地河 送王船儀礼のときに、王船を河や海に流す こと。

陽間 この世。

養兵 神兵をねぎらうための儀礼。犒軍と同義。



ら行

李府王爺 李姓の王爺。

龍陣 ドラゴンダンス。

流水席 春祭時の共食。

属鬼 横死或は祭祀を行 う子孫を残 さずに亡 くなった人の霊魂

炉主 祭の責任者。




